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提にした説明が行われ，次いでモテリレ化の際に必要と  

なる定式化の典型例やテクニックを紹介した。また，  

NUOPTの求解時間に関しても触れた．   

⑳ゲ…ム理論とその応用⑳   

・第6匝箋  

日 時：平成12年12月9日（土）  

出席者：40名  

場 所：東京工業大学大岡山キャンパス西4号館   

W461講義室  

テーマと講師：  

（1）「Behaviorbased price discrimination and prod－   

uctcompatibility」桧島法明（東京工業大学大学院   

社会理工学研究科博士課程）   

携帯電話やPay TVの市場で見ることが出来る購  

入履歴を基にした価格差別についての2期間ゲームモ  

デルによる分析成果が報告され，企業はどのような割  

引の手段を用いて顧客を惹きつけることが二最適なのか，  

また，ハードウェアの標準化は企業と消費者にどのよ  

うな影響をもたらすか，などの論点をめぐって活発な  

議論が行われた。  

（2）「多主体複雑系と知的ポリエージェント学習モデル」   

木嶋恭一（束京工業大学大学院社会理工学研究科）   

多主体複雑系（ポリエージェントシステム）の考え  

方，及びその振作的モデルの一つである知的ポリエー  

ジェント学習モデル（IntelligentPoly－AgentLearn－  

ing Model，卜PALM）について詳しい報告があり，  

ゲーム理論的アプローチとの比較，及びこれからの両  

者の有機的結合の可能性について活発な議論が行われ  

た．   

⑳評価のOR⑳   

。第5回  

日 時：平成12年12月9日（土）14：00～17：00  

出席者：16名  

場 所：政策研究大学院大学  

テーマと講師：  

（1）「神経層，意思決定層，通信層の情報ネットワーク   

ー複素AI－IP，DEAニューロン，AHPqANP統一   

モテル岬」篠原正明（日本大学生産工学部）   

AHPとANPを統合したマインド遊移モデル  

（MTM）を提案し，非強連結ANPネットを例にと  

り，MTMの有効性を示した．さらに，－一対比較値，  

（41）柑5   

⑳AHPの理論と実際⑳   

。第4回  

日 時：平成12年12月1日（金）14：00～17：00  

出席者：20名  

場 所：㈱電力中央研究所大手町第一会議室（千代田   

区大手町ト6－1大手町ビル7階733室）  

テーマと講師：  

（1）「DEAと合意形成」   

山田善靖（東京理科大学）   

評価対象の長所を高く評価する特徴を持つDEAで  

は合意形成がやりにくい場合がある．特に，従来の  

DEAの効率性評価法ではウエイトの解が一意に定ま  

らない点が問題となる．そこで，新たな効率性評価法  

として調和効率性行列により一意に解が定まる手法を  

述べ，実際の事業体のデータに適用した結果を示した．  

（2）「AHPと合意形成」   

高野伸栄（北海道大学）   

AHPにおける集計化問題を取り上げ，合意形成に  

向けて不確実性を減少させるため，代替案にオプショ  

ンを付け，修正しながら合意形成を行う手法について  

実例をあげて述べた．さらに，戦略的選択アプローチ  

（SCA）技法を紹介し，その長所，短所および，今後  

の応用への可能性を述べた．   

⑳COM。SCM。スケジュー」ノング⑳   

・第28回  

日 時：平成12年12月8日（金）18：00～20：00  

出席者：50名  

場 所：青山学院大学 青山キャンパス総研ビル9階   

16会議室  

テーマ：「数理計画法ツールNUOPTの紹介と生産計   

画モデルへの応用」  

講 師：田辺隆人（㈱数理システム）   

本講演では，線形計画問題，整数計画問題，非線形  

計画問題などの数理計画問題を解くソフトウェアであ  

る“NUOPT”について，主として線形計画問題や整  

数計画問題によってモデル化した問題を解くことを前  
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ウェイトの持つあいまいさ等を複素数表現した複素  

AHPならびにDEA型の出力処理特性を持つ神経素  

子から構成されるDEA型ニューラルネットを提案し，  

今後の研究課題を指摘した。  

（2）「NTT上限価格算定に用いられたDEA」   

刀根 薫（政策研究大学院大学）   

NTT通信料金の上限価格設定のための基準料金指  

数の算定に用いられたDEAを紹介した。平成6年か  

ら平成9年までの4年間の活動を対象にDEA分析を  

行った。地域ごとの11事業部について労働，資本，  

原材料の3投入項目，音声伝送通信時間，専用回線数  

の2産出項目を考慮し，地域補正後のコスト効率性を  

計算し，基準料金指数の決定に反映した。   

⑳待ち行列⑳   

。第154回  

日 時：平成12年12月16日（土）14：00～17：30  

出席者：23名  

場 所：東京工業大学 西8号館（W）809号室  

テーマと講師：  

（1）「Subexponentialasymptoticsofthewaitingtime   

distributioninasingleLSerVerqueueWithmultiple   

Markovianarrivalstreams」   

滝根哲哉（京都大学）   

複数のマルコフ型到着流をもつ定常なFIFO単一サ  

岬バ待ち行列において，サービス時間の平衡分布が劣  

指数的であるとき，仮待ち時間，実待ち時間ならびに  

滞在時間分布が劣指数的であり，サービス時間の平衡  

分布と漸近的に等価であることが示された。  

（2）「待ち行列における分布の線形表現とその応用」   

中塚利直（東京都立大学）  

1サーバ待ち行列モデルでも，サーバの休み時間や  

閉鎖予告時間を加えたり，客を複数のクラスに分けた  

りすることによって，従来の方法では解析が面倒であ  

ったり，そもそも解けないような複雑なモデルを考え  

ることができる。講演では，対象としているモデルの  

状態確率が，基本モデルの状態確率の線形結合で表せ  

ることが示され，特にM／G／1系の多くのモデルにお  

いて，系内客数や仮の待ち時間等の分布が求まること  

が示された。  

情報◎技術経常シ闇肋諸宗詣賢．管澤喜男  

蘭経営榊処理粁抽仁一斉、・；ヾ至：∴・：・ユニT十．‥きニラ∴二；こ∴j÷一十二てこ  
栗原謙三・明石吉三共著／本体2，500円  

田℡業情報沙謁矛ぬ見開   
薦田憲久・矢島敬士共著／本体2，800円  

縫営情報処理のための  

国   栗田識情報処理技術   
辻 洋・大川剛直共著／本体2，000円  

通ニユ∴∴王∴：．い＝－‥■．ここ∫J；浅草「－、㌣   
布広永示・菅澤喜男共著／近 刊  

国製品⑳技術開発機諭   
膏澤善男・国広 喜成共著／本体2，000円  

国情報シ謁扉あ計画論   
西村一別・坪裾直毅・栗田 学共著／本体2，500円  

▲コヽパノヽ上クヽ∴シ′′＼J℡ヽ∴′ヽ■＝ヽ”へ▲⊃ヽ∴ルヽJ℡ヽ′ノくハ■恥小、」コヽ〝・ヽ■コへ■′′＼■コ（′小、Jnル、仁7し※ゝ＼丘7、＝～・・・、β、てンW／・′′〕7、■こ＼jJ、加′、■ヨ、ル・、丘【ハ、∠＝ハ′′、m′′＼占■＼′・′、J⊃、ノ′、Jコ、′∴、Jnハ∴＼p、・∴ノ′、上yし′′、▲yヽ′′■／■＼▲コ、1■・・ヽ上■、∴＝・、■ゴヽ∴′・、■⊃、（）・・＼■yヽい、Jコn′′＼伊ヽハγヽ亡rし′へ‘コ・＼∴■・、Jn′．＼丘r＼  

：：三竜一－、○いじ1ぶ－tシミ∴∴・こ：t」∫こ辛卜十こ・し・  
－その技法と実例一  

棟沢芳雄編著／A5判／本体3，000円  

効用分析⑳教理藍応済  
田村坦之・中村 豊・藤田眞一共著  
計測自動制御学会編／A5判／本体2，600円  

TQMのための統計的品質管理  
－一般工業製品からソフトウェア製品まで一  

山田 茂・木村光宏・高橋宗雄共著／A5判／本体2，400円  

情報数欝  
小田中敏男・矢頭恨介・正道寺 勉共著  

A5判／本体2，600円  

（定価は本体価桔＋税です）  

〒112－0011東京都文京区千石4－46－10 振替00140－8－14844  
TEL（03）394ト3131（代），一3132，－3133（営業部直通）  
http：／／www・CO「OnaSha・CO・jp 

． 

〕芸≡二∴二∵・ニー三こ二・し・  
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